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225 号 

◇ 現場安全パトロールを受けて ◇ 
               （３月号の続き） 

平井川整備工事 （その２９） 

㈱上坂重機開発 現場代理人 高柳 春男 

本工事は、１時間に 50ｍｍ程度の降雨に対処する河川整備工

事です。 

近年、突発的豪雨、土地開発等において河川整備は、大変

重要だと考えております。 

今回工事では、約 3,600 ㎥の土砂搬出のため、複数の大型

建設機械での掘削が主流でした。その為、重機災害には、特

に留意して、作業をおこないました。 

作業員は、自社のため、作業終了後、社内でのﾐｰﾃﾝｸﾞ、次

の作業で考えられる事故の洗い出し、対処等を入念に行い、

作業分担、作業責任者等を確実に決め安全対策をおこないま

した。 

又、工程の変更時は、一時作業を中断し、再度作業手順をき

め安全対策を実施しました。 

西多摩建設事務所での代理人会議の中で事故多発のため、

安全対策の徹底の指示を受けそのつど、社内での安全教育を

おこない、事故を、起こさない、起こさせない、一人、一人

が、監視員との意識で、安全対策をおこないました。 

今回、西多摩建設業協同組合理事、技術安全委員の皆様も、

御多忙の中現場パトロールを実施していただきました。 

やはり、それだけ今年度、西多摩管内での災害事故が多いと

いう事だと、強く実感しております。 

パトロールでの指摘事項は、代田橋下での車両通行時におけ

る安全対策（目に付く明示方法）でした。 
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迎
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。
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題
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々
）
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っ
て
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決
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力
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肝
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と
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心
を
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て
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 道路災害防除工事（２４西の４） 

                     大舘建設工業㈱ 大舘 貴之 
 
 今回、西建協技術安全委員会主催で理事の皆様と共に安全パトロールを実施し

て頂きました。 
 普段の発注者様の安全パトロールとはまた違う安全パトロールでした。 
同業者であり、今まで数々の現場経験を積まれた方々の目線は鋭い指摘となりま

した。当現場での指摘事項は以下の２点でした。 
 

今回のパトロールの意義、御意見非常に参考になりました。 

今後も気を緩める事無く、常に労働災害、第三者の事故防止につとめて参ります。

事故をおこして、幸せになれるひとは、誰もいないのだから。 
 

 

① 親綱と法面の接触部分の保護をしていない。 
② 現場車両の輪止めをしていない。 

この指摘を受けて出来る事はその場ですぐに

実施してその日に改善しました。 
不安全に対する物の見方を変えるだけでいろい

ろな意見が出てくると思います。事故が起きて後

でこうしておけばよかったと思うようなことな

く無事故無災害で終えれば、現場に携わる方々 

皆、笑顔で終われるのではないかと思います。 
今後も、無事故無災害で仕事ができるよう頑張

っていきたいと思います。 
 
 

西多摩建設業協同組合として、安全パトロールを実

施した結果、是正事項を迅速に改善して頂きました。 
今回、該当された会社及び現場の方々には、何も権

限がない私達組合員を快く受け入れて頂いたうえ、改

善 
 善も迅速に行って頂きました。安全に対する思いは一つであると感じたしだいです。 

今後も各社・各現場が安全第一、無災害で竣工を迎更なるご尽力頂きたいと思います。 

ご協力ありがとうございました。                 技術安全委員会 
 

① の改善前 

 

改善後、保護具設置完了 
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 ３ 月 事 業 報 告  
 
１１日 東日本大震災の追悼行事 全組合員で黙祷実施 
１５日 広報委員会     
１８日 総務委員会 
２１日 理事会 

 ４ 月 事 業 計 画  
 
８日 事業委員会 

１１日 広報委員会     
１６日 総務委員会 
１８日 理事会 

≪平成２５年度（第４７回）通常総会開催≫  
  月 日  平成２５年５月２２日（水） 午後４時 
   総会会場  変更になりました。 

      青梅市総合体育館 第一会議室 
   懇親会会場 青梅市福祉センター ふよう の間 
            午後６時から  
             

≪建災防西多摩分会 25 年度労働安全週間説明会開催≫ 
   ６月１１日（火）１４時～ 羽村市ゆとろぎ ２階講座室 

日建学院青梅認定校  

（西建協）からのご案内 受講生募集案内  

≪青梅認定校 2013 年度開講講座≫ 

○宅地建物取引主任者本科コース  

・講義日時 本講義  5 月１日（水）～9 月 26 日（水） 

        13 時～17 時 20 分 毎週 水  

○給水装置工事主任技術者 

   受験対策講座を実施します 

   平成 25 年８月～ １０月（予定） 

      毎週月曜・水曜 18：30 ～20：30  

（曜日が変更の場合あり） 

○２級土木施工管理技士コース 

・講義日時 基礎講義 6月 28 日～7月 12 日（木） 

18 時 40 分～20 時 10 分 毎週 火・木 

本講義 ７月 17 日～10 月 16 日（火） 

18 時 40 分～20 時 40 分 毎週 火・木 

○１級建築施工管理技士 実地コース 

・講義日程 ８月下旬～  毎週日曜日 １６回 

○１級土木施工管理技士 実地本科コース 

・講義日程 ７月下旬～10 月初旬 毎週 火・木 

○２級建築施工管理技士コース 

・講義日時 基礎講義 ９月４日～９月１８日（火） 

18 時 30 分～20 時 00 毎週 火・木 

本講義 ９月２５日～１１月４日（日） 

      ９時 00～13 時 00  毎週 日 

詳しい説明及び受講希望の場合は、下記まで連絡ください。 

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 

    日建立川校 042－527－3291 担当：澤田 

 

安全法令・ダイジェスト（ポケット版）配布 
安全で働きやすい環境づくりには、労働安全衛生法をはじめ 

とする安全関連法規を厳守

することが基本です。 

この「安全法令ダイジェ

スト」は、現場で守るべき 

つきましては、『安全法令

ダイジェスト』各社２冊、

３月下旬に配布致しました

ので、ご活用いただき現場

の安全衛生活動の取り組み

をお願い致します。 
 

第１２次東京労働局労働災害防止計画  
～ Safe Work TOKYO 安全・安心な首都東京の実現に向けて ～ 

計画のねらい 
労働災害防止は、行政や労働災害防止団体などだけでなく、すべ

ての関係者が、「労働災害は本来あってはならないものである」と

の認識を共有し、それぞれの立場に応じた責任ある行動をとること

が必要である。 

「首都東京」においては、企業本社のガバナンスを活用した波及

効果が期待できる反面、企業風土が異なる外資系企業の集中や外国

人労働者をはじめ、様々な属性や価値観を有する労働者が多数存在

するなど、共通認識の形成が困難な側面もある。 

このため、目指すべき社会の実現に向け、誰もがわかりやすく、

共感が得られるよう、 

“Safe Work TOKYO” 

をキャッチフレーズとして、「安全・安心な首都東京の実現」に

向け「官民一体」となった取組を推進することとする。 
 
目標 
 ○死亡災害：過去最少の 53 人を下回る 

○死傷災害：8,000 人を下回る 

（上記の「基本目標」を達成するため、主要施策に対応した 

「小目標」を設定） 

・建設業における死亡災害（過去最少の２０人を下回る） 

・行動災害による死傷災害（死傷災害全体に占める割合の減少） 

・メンタルヘルスへの取組 （安全衛生管理体制の構築が必要な

すべての事業場で対策に取組む） 

・熱中症による死傷災害 

（ 11 次防期間中の累計値と比較して 20％減） 
 
計画概要（重点対策） 
１．労働災害、業務上疾病発生状況の変化に合わせた対策の重点化 

①死傷災害多発業種対策 

（小売業、社会福祉施設（訪問介護含む）、飲食店、陸運業、ビ

ルメンテナンス業） 

②重篤災害発生業種対策（建設業） 
③災害の形態別対策（転倒や墜落・転落等の行動災害、交通労働

災害、機械災害） 

④健康確保・職業性疾病対策（メンタルヘルス、過重労働、化学

物質、アスベスト、産業保健活動の活性化、 

健康づくり、腰痛、熱中症、受動喫煙） 

⑤分野横断的対策 

（リスクアセスメント、様々な人が安心して働ける職場づくり）

２．「首都東京」の特殊性を踏まえた対策の推進 

（震災復興工事、除染作業への対応、都市インフラ改修や建物等

の老朽化への対応、国際都市機能の維持向上関連工事への対

応、企業本社ガバナンスの活用、原子力施設を有する企業本社

への対応等） 

３．行政、関係団体等の連携・協働による労働災害防止の取組み 

４．社会、企業、労働者の安全・健康に対する意識改革の促進 

５．発注者、製造者、施設等の管理者による取組強化 

                    ５月号に続く 
         建設業労働災害防止協会東京支部 西多摩分会 
 


